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『観
音
冥
応
集
』
と
宝
泉
寺
縁
起

―
―
蓮
体
の
備
中
に
お
け
る
書
写
活
動
を
め
ぐ
っ
て
―
―

は
じ
め
に

『
観
音
冥
応
集
』
は
、
近
世
真
言
教
学
の
碩
学
と
し
て
知
ら
れ
る
蓮

体

（
三
全
舎
一～

一
七
一
一工○

が
、
観
音
に
ま

つ
わ
る
霊
験
諄
を
書
承

・

口
承
の
両
面
か
ら
広
く
求
め
、
収
載
し
た
説
話
集
で
あ
る
。
彼
の
執
筆

動
機
の

一
端
は
、
「常

二
歎
ク
ラ
ク
、
我
日
本
国

ハ
観
音
垂
述
ノ
洲

ニ

シ
テ
、
霊
応
ノ
多

事
、
支
那
竺
乾

ニ
モ
譲
ズ
。
而
モ
記
録
ノ
大
成
ナ

キ
事
、
寧

震
多
摩
泥
ヲ
、
徒

二
塵
堆

二
埋

ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
ト
」
「
観
音

冥
応
集
』
叙
）
の
よ
う
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
目
的

は
、
日
本
独
自
の
観
音
霊
験
諄
を
集
積
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
。

書
承
の
方
面
か
ら
見
る
と
、
蓮
体
が

『
観
音
冥
応
集
』
の
前
提
と
し

た
典
籍
は

「観
自
在
観
音
菩
薩
本
説
ノ
事
附
タ
リ
援
引
書
目
」
（巻

一
・

一
）
に
詳
し
い
。
こ
こ
に
は
観
音
の
功
徳
や
利
益
に
つ
い
て
記
す
典
籍

の
名
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
百
部
近
く
の
経
典

・
儀
軌
類
や
、
中
国
撰

述
の
各
種
の

「高
僧
伝
」
お
よ
び

『法
苑
珠
林
』
『
観
音
応
験
記
』
（供

書
）
な
ど
二
十
部
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
蓮
体
は
、
こ
れ
ら
の
書
物
を

挙
げ
る
こ
と
で
観
音
の
功
徳
が
古
今
東
西
で
説
か
れ
て
き
た
こ
と
を
証

中
川
　
真
弓

明
し
な
が
ら
も
、
基
本
的
に
そ
れ
ら
の
引
用
は
し
な
い
と
い
う
姿
勢
を

示
し
た
上
で
、
次
い
で

『
類
衆
国
史
』
『
日
本
霊
異
記
』
『
元
亨
釈
書
』

を
は
じ
め
と
す
る
日
本
撰
述
の

「援
引
書
目
」
三
十
二
部
を
示
す
。

「
三
十
二
部
」
は
観
音
の

「
三
十
三
身
」
に
因
ん
だ
も
の
で
、
実
際
に

は
蓮
体
が
挙
げ
る

「援
引
書
目
」
以
外
に
も
、
『
袖
中
抄
』
『本
朝
神
社

考
』
『大
和
名
所
記
』
な
ど
の
古
代
中
世
か
ら
近
世
に
わ
た
る
多
く
の

文
献
が
、
『
観
音
冥
応
集
』
の
取
材
源
に
な

っ
た
作
品
と
し
て
確
認
さ

れ
る
。
一
方
で
、
『
観
音
冥
応
集
』
の
典
拠
に
は
、
地
方
の
寺
院
縁
起
も
多

く
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
文
献
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の

だ
け
で
は
な
く
、
蓮
体
自
身
が
当
地
で
直
接
見
聞
し
、
取
り
入
れ
た
も

の
も
存
在
す
る
。
ま
た
、
『観
音
冥
応
集
』
に
は
、
蓮
体
が
同
時
代
に

見
聞
し
た
事
件
の
記
事
が
随
所
に
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
中
に
は
、
「
予

宝
永
二
年
四
月
十
九
日
故

ニ
レ
テ
巡
礼
シ
、
縁
起
ヲ
披
見
シ
、
寺
僧
ノ

説

ヲ
聞
り
。
」
（巻
五
本

・
二

し
、
「予
宝
永
二
年
、
二
月
廿

一
日
、
故

二
詣
シ
テ
観
音

ヲ
拝

シ
、
浦
辺

ヲ
遊
覧
シ
テ
、
感
歎

シ
キ
。
」
（巻
五

下

・
三
八
）
の
よ
う
に
、
『
観
音
冥
応
集
』
自
序
執
筆
の
宝
永
元
年

（
一

-51-



七
〇
四
）
か
ら
、
刊
行
さ
れ
た
宝
永
三
年

（
一
七
〇
工Ｃ

の
間
に
取
り
入

れ
ら
れ
た
最
新
の
情
報
も
あ
る
。
『
観
音
冥
応
集
』
に
見
え
る
こ
れ
ら

の
記
事
は
、
地
方
寺
院
史
あ
る
い
は
民
俗
学
の
分
野
に
お
い
て
も
貴
重

な
資
料
と
な
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
備
中

。
日
差
山
宝
泉
寺
縁
起
は
、
『観
音
冥
応

集
』
の
巻
四

。
十
八
と
し
て
収
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
蓮
体
が
実
際

に
赴
い
た
先
で
収
集
し
た
地
方
縁
起
の

一
つ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
ま

ず
蓮
体
が
こ
の
縁
起
に
接
す
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
を
明
ら
か
に
し
た

上
で
、
蓮
体
が
備
中
で
お
こ
な
っ
た
書
写

・
執
筆
活
動
の

一
端
を
明
ら

か
に
す
る
。
さ
ら
に
、
『
宝
泉
寺
縁
起
』
を
め
ぐ

っ
て
縁
起
が
再
生
産

さ
れ
て
ゆ
く
様
相
と
、
そ
の
過
程
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

一
、
蓮
体
と
備
中

『
観
音
冥
応
集
』
の
編
者
で
あ
る
蓮
体
は
、
寛
文
三
年

（
三
ハ
六
一こ
、

河
内
国
清
水
村

（現
大
阪
府
河
内
長
野
市
清
水
）
に
生
ま
れ
、
十
二
歳
の

時
に
覚
彦
浄
厳

（
三
舎
一九
～

一
七
〇
一
し

の
も
と
で
出
家
し
、
初
め
本

浄
妙
厳
と
名
乗

っ
た
。
浄
厳
と
蓮
体
は
血
縁
上
で
も
叔
父
と
甥
の
関
係

に
あ
た
る
。
蓮
体
は
浄
厳
が
亡
く
な
る
ま
で
二
十
年
間
近
く
仕
え
、
後

に

『浄
厳
和
尚
行
状
記
』
を
著
し
て
い
る
。

浄
厳
は
、
新
安
祥
寺
流
の
祖
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
、
江
戸
に
赴

い
て
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
や
柳
沢
吉
保
ら
の
篤
い
帰
依
を
う
け
、
湯
島

に
幕
府
の
祈
願
所
と
な
る
霊
雲
寺

（現
東
京
都
文
京
区
）
を
建
立
し
た
。

そ
の

一
方
で
、
浄
厳
は
各
地

へ
も
赴
き
、
盛
ん
に
教
化
活
動
を
お
こ

な

っ
た
。
蓮
体
も
ま
た
、
教
化
や
付
法
の
た
め
に
地
方

へ
赴
い
て
い
る
。

そ
の
際
に
見
聞
し
た
説
話
や
縁
起
、
あ
る
い
は
巷
間
の
噂
は
、
後
年
、

『
観
音
冥
応
集
』
に
収
載
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

本
稿
で
考
察
の
対
象
と
す
る

「宝
泉
寺
縁
起
」
は
、
そ
の
よ
う
な
縁

起
の

一
つ
で
あ
り
、
備
前
お
よ
び
備
中
が
そ
の
舞
台
と
な

っ
て
い
る
。

蓮
体
と
当
地
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
上
で
、
ま
ず
は

『
観
音
冥

応
集
』
と
、
同
じ
く
蓮
体
が
地
蔵
の
霊
験
諄
に
つ
い
て
収
載
し
た
説
話

集

『
続
破
石
集
』
の
中
か
ら
、
備
前
あ
る
い
は
備
中
に
関
連
す
る
記
事

を
以
下
に
用
例
と
し
て
掲
げ
る
。
な
お
、
文
中
の
地
名
の
語
句
に
は
傍

線
を
付
し
た
。

田

『
観
音
冥
応
集
』
巻
三

・
六

「小
女
普
門
品
ヲ
誦
シ
テ
大
蛇
ノ
難

ヲ
遁
ル
ヽ
事
」

○
又
圃
詞
ノ‐
団
山
中
二
、
八
月
十
七
日
、
祭
礼
ノ
処
ア
リ
。
…

（僧
の
諌
め
を
聞
か
ず
毒
茸
を
食
し
た
者
た
ち
が
亡
く
な
る
）
…
是
モ

０

②

『
観
音
冥
応
集
』
巻
四

・
十
二

「猫
神

ノ
妖
怪
。
並

二
夜
干

ノ

事
」
貞
享
年
中

二
、
備
前
岡
山
ノ
家
中

二
、
猫
神
ト
テ
小
キ
社
ア
リ
。

０

『
観
音
冥
応
集
』
巻
五

・
二
十
七

「
伽
藍
ヲ
機
ス
罰
並

二
霊
仏
ノ

不
思
議
ノ
事
」

又
備
前
国
岡
山
平
医
山
円
覚
寺
薬
師
院
ノ
本
尊
、
薬
師
如
来
ノ
銅

像

ハ
、
古
老
相
伝
テ
日
ク
、
中
天
竺
迦
毘
羅
衛
国
浄
飯
大
王
ノ
御

作

ニ
テ
、
釈
迦
如
来
ノ
開
眼
供
養
ジ
玉
フ
尊
像
ナ
リ
ト
。
…

（不



浄
の
僧
が
亡
く
な
る
）
…
郭
凩
漱
崚
曇
「
刊
「
弓
刊
徳
罰
虫
を
当
ソヽ～

面
会

二
聞
ル
事
ナ
リ
。

ｕ

『
観
音
冥
応
集
』
巻
六

・
七

「
野
狐

二
証
カ
サ
レ
テ
、
死
ス
ベ
キ

ヲ
、
観
音
ノ
助
玉
フ
事
」

昔
人
王
五
十
九
代
、
宇
多
天
皇
駅
宇
寛
平
年
中

二
、
周
引
ノ‐
国

ニ

賀
陽
良
藤
卜
云
者
ア
リ
。
…

〈釈
書
ノ
三
十
〉

Ｄ

『続
破
石
集
』
巻

一
上
本

。
「
三
二
ハ
弘
法
大
師
御
利
生
並
二
光

明
真
言
功
能
ノ
事
」

○
又
刑
榔
川
嘱
ノ‐
襲
側
訓
ノ‐
剛
画
二‐
赴
「
郡
同
月
察
ノ‐
都
日
ぶ
品

疏
ヲ
講
ジ
結
縁
灌
頂
ヲ
行
ズ
。
…
備
中
賀
陽
郡

二
仲
田
氏
ノ
信
士

ア

リ
。
　
・‥

０

『続
破
石
集
』
巻

一
上
本

。
「九

二
ハ
誹
謗
正
法
ノ
人
現
報
並

ニ

冥
府
ヲ
見
テ
甦
ル
人
ノ
事
」

○
又
備
前

二
一
僧
ア
リ
。
毎
日
談
義
ス
ル
ニ
他
宗
ヲ
誹
謗
ス
ル
コ

ト
傍
若
無
人
ナ
リ
。
…

０

『続
破
石
集
』
巻

一
上
本

。
「十

二
ハ
光
明
真
言
加
持
土
沙
ノ
利

益
ノ
事
」

元
禄
中

二
備
後
ノ
国
田
嶋

二
奥
ノ
坊
卜
云
真
言
寺
ア
リ
尾
道
西
国

寺
ノ
子
院
ナ
リ
。
住
持
本
寂

ハ
予
ガ
旧
友
ナ
リ
。
…
○
又
備
前
麹

業
屋
ア
リ
。
柴
ヲ
造
ル
ニ
ハ
油
虫
多
ク
生
ジ
テ
、
花
ヲ
食

フ
ニ
依

テ
損
ズ
ル
コ
ト
多
シ
。
…
○
又
岡
山
ノ
河
ロ
ニ
新
田
数
百
町
ア
リ
。

右
に
掲
げ
た
用
例
の
う
ち
、
用
例
囲
は
、
末
尾
に

「
釈
書
ノ
二
十
」

（点
線
部
）
と
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
元
亨
釈
書
』
巻
二
十
か
ら

の
引
用
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
は
、
用
例
田
波
線
部
に

「是
モ
近
キ
事
ナ

レ
バ
、
備
前
ノ
人
ノ
物
語
ヲ
聞
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
蓮
体
の
時
代
に

近
い
か
、
あ
る
い
は
同
時
代
の
話
で
あ
り
、
し
か
も
蓮
体
が
直
接
聞
い

た
話
が
多
い
。
用
例
０
は
、
「平
医
山
円
覚
寺
薬
師
院
」
（現
在
の
岡
山

市
磨
屋
町
）
の
縁
起
と
寺
で
の
事
件
に
取
材
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
も

「
是

ハ
近
キ
事

ニ
テ
、
予
彼
寺

二
往
テ
、
面
会

二
聞
ル
事
ナ

リ
」
（波
線
部
）
と
あ
り
、
当
代
性
が
示
さ
れ
る
と
同
時
に
、
蓮
体
が

直
接
現
地
に
赴
い
た
際
の
見
聞
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

用
例
側
の
引
用
文
に
は
、
「
元
禄
八
年
ノ
秋
備
前
ノ
岡
山

二
赴
キ
、

同
九
年
ノ
春
住
心
品
疏
ヲ
講
ジ
結
縁
灌
頂
ヲ
行
ズ
」
と
あ
り
、
蓮
体
が

講
義
や
伝
法
灌
頂
を
授
け
る
た
め
に
彼
の
地
に
赴
い
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
こ
う
し
た
機
会
に
、
蓮
体
は
当
地
に
お
け
る
様
々
な
話
題
や

寺
院
の
縁
起
な
ど
に
接
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

二
、
蓮
体
の
普
賢
院
時
代

次
に
、
備
中
に
お
け
る
蓮
体
の
拠
点
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。
蓮
体

は
、
故
郷
の
清
水
村
に
玉
井
山
地
蔵
寺
を
再
興
し
、
後
に
晩
年
の
拠
点

と
す
る
ま
で
に
、
幾

つ
か
の
寺
の
住
持
を
経
験
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と

に
つ
い
て
、
後
年
地
蔵
寺
の
住
持
と
な

っ
た
照
遍
が
著
し
た

「蓮
体
和

尚
行
状
記
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

①
号
スピ
ロ
旧
口
出

・由
来
′、者
。
和
尚
徳
行
抜
群
の
故
に
。
讃
鵬
大
守

龍
雲
院
殿
源
英
大
居
士
。
深
く
帰
依
し
給

ひ
。
常

に
供
養
不



レ
浅
と
な
り
。
和
尚
書
写
の
聖
教
の
紙
は
皆
尽
く
源
英
大
居
士
の

寄
附
す
る
所
な
り
。
如
Ｌ
疋
帰
依
し
給
ふ
故
に
。
於
二
彼
国
・令
三
和

離
テ
鴛
二詞
剰
開
。
川

・
尊‐
Ⅵ
両
寺
ノ住
持
「
和
尚
其
ノ後
筋
コ
住
ス鯛
引
掴

封

吻

靱

光

吻

鬼 住
ス
成
［
帖
糊

蜃

胚

鱚

寺
”
故
に
自
景

円
憫
日
国

・也

右
の
文
に
は
、
蓮
体
が
名
乗

っ
た

「六
隠
乞
士
」
と
い
う
号
の
由
来

が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
蓮
体
は
、
讃
州
高
松
初
代
藩
主

松
平
頼
重

（龍
雲
院
、

王
公
〓
一～

エ
ハ
九
五
）
の
帰
依
を
受
け
た
こ
と

か
ら
、
讃
岐
国
の
龍
燈
院

。
世
尊
院
両
寺
の
住
持
を
務
め
、
そ
の
後
、

備
中
国
宮
内
普
賢
院
に
移

っ
た
。
ま
た
、
摂
津
国
の
妙
法
寺
、
河
内
国

の
教
興
寺
、
さ
ら
に
浄
厳
の
没
後
に
は
、
浄
厳
が
建
立
し
た
延
命
寺
の

住
持
を
継
い
で
い
る
。
以
上
の
六
か
寺
の
住
持
を
務
め
た
こ
と
に
よ
り
、

蓮
体
は

「
六
隠
乞
士
」
と
号
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
の
六
か
寺
の
う
ち
の

「備
中
国
宮
内

普
賢
院
」
で
あ
る
。
同
じ
く

「蓮
体
和
尚
行
状
記
」
か
ら
、
蓮
体
三
十

五
歳

公
元
禄
十
年
）
の
記
事
を
引
用
す
る
。

②
和
尚
三
十
五
歳

〈元
禄
十
年
〉
於
二
播
磨
密
厳
院

・講
■

一教
論
「

二
十

一
席
に
し
て
満
ぜ
り
。
さ
て
講
演
中
に
授
二
菩
薩
戒
「
受
者

五
十
七
人
あ
り
。
皆
是
護
持
禁
戒
法
器
に
し
て
。
非
レ
如
大
「時
結

縁
受
戒
人

一也
。
又
修
コ
行
伝
法
灌
頂
“
受
者
二
人
。
又
修
コ
行
受

明
灌
頂
「
受
者
二
十
人
。
又
修
コ
行
結
縁
灌
頂
つ
受
者

一
万
千
五

百
余
人
。
又
授
二
臨
終
大
事
「
受
者
百
八
十
余
人
。
又
授
二
光
明
真

言
及
血
脈
「
受
者

一
千
余
人
。
又
授
三

日

一
夜
斎
戒
「
受
者
八

感
酵
酬
盗
又
刹暉
襲
躍
判
訥
評
斜

蔵
宝
鈴
”
又
授
二
菩
薩
戒
・受
者
百
八
人
。
又
授
二
安
流
印
可
・受
者

二
十
五
人
。
又
授
二
光
明
真
言
及
血
脈
一受
者

一
千
二
百
八
十
余
人
。

安
居
責
て
七
月
十
九
日
発
二
備
中
一帰
二
河
南
「

元
禄
十
年

（
三
ハ
九
七
）、
蓮
体
は
播
磨
の
密
厳
院
で

『
弁
顕
密
二
教

論
』
の
講
釈
や
、
結
縁
灌
頂
、
受
明
灌
頂

（数
百
年
間
途
絶
え
て
い
た
と

こ
ろ
を
浄
厳
が
復
活
さ
せ
た
も
の
）、
伝
法
濯
頂
等
を
お
こ
な

っ
た
。
四

月
上
旬
の
頃
に
な
っ
て
密
厳
院
の
講
釈
も
満
了
し
、
次
に
蓮
体
は
備
中

宮
内
普
賢
院
に
行
き
安
居
し
た
。
そ
こ
で
も
僧
徒
の
た
め
に

『
法
華

経
』
普
門
品
お
よ
び

『
秘
蔵
宝
鈴
』
を
講
じ
、
菩
薩
戒
や
安
祥
寺
流
の

印
可
等
を
授
け
て
い
る
。
安
居
の
後
、
七
月
十
九
日
に
備
中
を
発
し
、

河
南
に
帰

っ
て
い
る
。
蓮
体
は
、
こ
の
頃
か
ら
す
で
に
、
備
中
に
拠
点

を
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
蓮
体
は
、
享
保
四
年

（
一
七

一
九
）
五
十
七
歳
の
時
に
も
、

普
賢
院
を
訪
れ
て
い
る
。

③
五
十
七
歳

〈享
保
四
年
〉
…
二
月
十
二
日
詣
二
仏
生
山
一到
二
長
尾

神
正
院

・宿
。
十
三
日
詣

二
東
林
山
一宿
。
十
四
日
帰
暮
同
松
一　
十

九
日
剃
髪
者
二
人
　
同
廿
四
日
赴
二
備
前
岡
山
一宿
二
播
磨
屋
「
廿

八
日
入
二
上
道
郡
国
富
村
勝
重
山
法
輪
寺
・掛
レ
錫
自
二
四
月

一
日
・

至
二
十
八
日
・講
二
地
蔵
本
願
経
・十
八
座
。
廿

一
日
行
二
受
明
灌
頂
・
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〈胎
蔵
〉
受
者
十

一
人
。
廿
二
日
よ
り
至
廿
八
日
行
二
結
縁
濯
頂
「

入
壇
者

一
万
四
千
五
百
九
汁
五
人
。
廿
九
日

夕
授
二
臨
終
大
事
・授
者

二
百
余
人
　
五
月
朔
日
剃
髪
者
四
人
。
二
日
赴
・一日
肉
習
圏
開

■
一

帰
′レ
四
ノ唱

語

浴

妊

脚
却
評

脚
は
譲

誤

牛 了
テ

窓
雨
に
到
る
。
十
日
到
三

谷
二
「
十

一
日
著
二
浪
華
「
十
二
日
到

レ
堺
。
十
三
日
帰
山
安
居
。

右
に
掲
げ
た
記
事
は
、
「蓮
体
和
尚
行
状
記
」
に
見
え
る
、
享
保
四

年
二
月
か
ら
五
月
ま
で
の
蓮
体
の
活
動
記
録
で
あ
る
。
こ
の
記
事
に
よ

れ
ば
、
ま
ず
四
国
を
廻

っ
た
後
、
備
前
に
赴
き
、
五
月
二
日
か
ら
備
中

の
宮
内
普
賢
院
で
講
釈
を
お
こ
な
い
、
ま
た
岡
山
に
戻

っ
て
い
る
。
八

日
に
児
島
湾
の
高
島
松
林
寺
に
行
き
、
九
日
に
牛
窓
、
十
日
に
須
磨

一

ノ
谷
、
十

一
日
に
浪
華

へ
着
き
、
十
二
日
に
堺

へ
到
り
、
よ
う
や
く
十

三
日
に
帰
山
し
て
い
る
。
蓮
体
は
正
徳
五
年

（
一
七

一
五
）
に
既
に
地

蔵
寺
の
住
持
と
な

っ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
降
も
各
地
に
赴
い
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
次
に
資
料
と
し
て
掲
げ
る
の
は
、
讃
岐
国
分
寺
所
蔵
の

「蓮

体
書
翰
」
で
あ
る
。

前
略
　
去
年
は
貴
邦
大
早
寺
院
方
迄
御
難
儀
の
至
に
奉
察
候
上
方

同
様
に
御
座
候
、
当
年
も
何
共
難
心
得
年
に
て
御
座
候
間
諸
事
覚

悟
用
心
可
被
成
候
、
旧
冬
は
長
崎
延
命
寺
よ
り
請
侍
に
使
僧
上
り

申
候
、
是
は
内
々
為

一
見
下
向
仕
度
存
候
得
共
老
衰
の
上
殊
に
貴

邦
淡
州
備
前
等
十
七
八
ヶ
所
の
請
を
肯
諾
候
故
遠
境
の
長
崎

へ
下

向
と
は
難
申
候
、
追
付
け
冥
途
よ
り
使
来
り
可
申
候
間
其
の
節
は

賽
の
河
原
の
子
供
の
方
へ
い
ろ
／
ヽ
の
菓
子
土
産
共
持
参
仕
り
地

蔵
経
の
講
義
可
仕
と
存
候
、
明
―こ～
高
相
卸
川
日
の～
鋼
娼
師
固
侶
の‐

齢
に
到
り
候
て
は
頼
み
な
き
事
の
み
に
候
、
…
恐
慢
謹
言

正
月
二
十
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
浄

国
分
寺
様

長
崎
の
延
命
寺
か
ら
、
蓮
体
を
講
義
に
招
聘
す
る
依
頼
が
寄
せ
ら
れ

た
が
、
傍
線
部
に
は

「讃
岐
や
淡
州
、
備
前
等
、
十
七
八
ヶ
所
も
の
招

き
を
請
け
て
し
ま

っ
て
い
る
」
の
で
、
長
崎

へ
の
下
向
は
難
し
い
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
書
翰
に
お
い
て
、
蓮
体
は

「高
祖
御
入

定
の
年
、
先
師
掩
化
の
齢
」
に
到

っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
高
祖
弘
法
大

師
空
海
の
入
定
は
六
十
二
歳
、
「先
師
」
す
な
わ
ち
浄
厳
の
入
寂
は
六

十
四
歳
に
あ
た
る
。
蓮
体
が
浄
厳
の
没
年
齢
と
同
じ
六
十
四
歳
に
な

っ

た
の
は
、
享
保
十

一
年

（
一
七
一
一工○

の
年
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
年

の
八
月
に
蓮
体
は
そ
の
生
涯
を
閉
じ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
先
に
引

用
し
た
書
状
は
、
享
保
十

一
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
蓮
体
は
、
最
晩
年
に
い
た
る
ま
で
、
講
釈
等
の
活
動
の
た
め
、
各

地
に
足
を
運
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
蓮
体
が
住
持
と
な

っ
た
備
中
宮
内
普
賢
院
は
、
か

つ
て
吉
備

津
神
社
の
社
僧
で
あ

っ
た
。
現
在
も
残
る

「宮
内
」
と
い
う
地
名
は
、

吉
備
津
神
社
と
の
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
当
時
は
周
辺
の
寺
院
に

対
し
て
も
影
響
力
を
有
す
る
寺
院
で
あ

っ
た
。
こ
の
普
賢
院
の
本
堂
に

は
蓮
体
の
位
牌
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
か

つ
て
蓮
体
が
住
持
を
務
め
て
い



た
跡
が
残
る
。

さ
ら
に
、
蓮
体

の
活
動
跡
は
、
周
辺
の
寺
院

に
も
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
地
蔵
院
蓮
福
寺

に
所
蔵
さ
れ
て
い

る

『
八
幡
山
蓮
福
寺
縁
起
』

で
あ
る
。

次

に
掲
げ
る
写
真
は
、
そ
の
蓮
体
自
筆
に
よ
る
縁
起

の
奥
書
部
分

で

あ
る
。

【
資
料
１
】
地
蔵
院
蓮
福
寺
蔵

『
八
幡
山
蓮
福
寺
縁
起
』
末
尾

・
奥
書

部
分

（蓮
体
自
筆
）

【
翻
刻
】

地
蔵
院
蓮
福
寺
は
、
現
在

の
岡
山
市
高
松
原
古
材

に
所
在
す
る
真
言

宗
寺
院

で
あ
る
。
本
尊
は
地
蔵
菩
薩
像

で
、
興
教
人
師
覚
鍍
作
と
伝
え

ら
れ
る
（
正
徳
五
年

（
一
七

一
五
）、
蓮
体
は
こ
の
地
蔵
菩
薩
像

の
来
由

を
聞
く
機
会
を
得

て
、
新
た
に
縁
起
を
作
成
し
た
ｃ

蓮
体
が

『．八
幡
山
蓮
福
寺
縁
起
』
を
執
筆
し
た
正
徳
五
年
は
、
彼
が

地
蔵
寺

に
入

っ
た
年
次

に
当
た
る
。
自
坊

の
本
尊

で
も
あ
る
地
蔵
菩
薩

や
そ
の
霊
験

に
対
し
て
以
前
か
ら
関
心
の
深
か

っ
た
蓮
体
は
、
右
に
示

し
た
引
用
部
分

に
続
け
て
、
地
蔵
関
係
の
経
典
類
と
自
ら
の
著
作

で
あ

る

一．礁
石
集
』
な
ど
を
列
挙
し
て
い
る
ｃ
地
蔵
院
に
は
、

こ
の
蓮
体
作

の
縁
起
以
前

に
作
ら
れ
た
縁
起
類
も
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
蓮
体
は
実
際

に
そ
れ
ら
の
古

い
縁
起
を
参
照
し

つ
つ
執
筆
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
蓮
体
と
宝
泉
寺
と
の
関
わ
り
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
以
下

【写真】F八幡山蓮福寺縁起」末尾・奥書部分
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に
掲
げ
る
の
は
、
宝
泉
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
伝
法
灌
頂
の
印
信
で
あ
る
。

【資
料
２
】
宝
泉
寺
蔵

「伝
法
安
／
正
徳
元
年
十
月
二
十
七
日
奉
受
之

宥
泉
」
（蓮
体
自
筆
）

こ
の
印
信
資
料
か
ら
は
、
正
徳
元
年

（
一
七

一
し
、
宝
泉
寺
の
住
持

で
あ

っ
た
宥
泉
に
、
蓮
体
が
安
祥
寺
流
の
伝
法
灌
頂
を
授
け
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
伝
法
灌
頂
自
体
は

『観
音
冥
応
集
』
の
刊
行
よ
り
も
後
の

こ
と
で
あ
る
が
、
蓮
体
と
宥
泉
の
間
に
は
こ
れ
以
前
よ
り
交
流
が
あ

っ

た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
宝
泉
寺
に
は
歴
代
住
持
を
記
し
た
位
牌
が

所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
宥
泉
は
そ
の
中
に
正
徳
六
年

（
一
七

王
○

正

月
十

一
日
没
と
見
え
、
宝
泉
寺
の
中
興
と
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。

先
代
の
住
持
隆
遍
が
延
宝
二
年

（
三
ハ
七
四
）
没
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

蓮
体
に

『
宝
泉
寺
縁
起
』
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
宥
泉
で
あ

っ
た
可
能

性
が
高
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
蓮
体
は
普
賢
院
の
住
持
を
務
め
、
ま
た
周
辺
の
寺

院
に
も
そ
の
執
筆
活
動
の
跡
を
残
し
て
い
る
。
蓮
体
が

『観
音
冥
応

集
』
に
宝
泉
寺
の
縁
起
を
摂
取
し
た
状
況
も
う
か
が
え
よ
う
。

三
、
『観
音
冥
応
集
』
所
収
の

「宝
泉
寺
縁
起
」

現
在
の
宝
泉
寺
は
、
岡
山
県
倉
敷
市
矢
部

（備
中
国
都
宇
郡
矢
部
村
）

に
所
在
す
る
高
野
山
真
言
宗
の
寺
で
あ
る
。
備
中
霊
場
の
第
二
十
九
番

に
あ
た
り
、
聖
観
世
音
菩
薩

（正
観
立３

を
本
尊
と
す
る
。

次
に
掲
げ
る
の
は
、
『
観
音
冥
応
集
』
巻
四

。
十
八

「備
中
宝
泉
寺

ノ
観
音
ノ
縁
起
、
並

二
報
恩
大
師
ノ
事
」
で
あ
る
。
便
宜
上
、
内
容
を

囚
～
回
の
五

つ
に
分
け
た
。
各
部
の
題
は
私
に
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
翻
刻
】

【写真】蓮体・宥泉伝法灌頂資料
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家

二
十
二
三
可
ノ
童
子
ア
リ
。
頭
光
ヲ
放
テ
恩
公
ヲ
照
ス
。
恩
公

怪
シ
ク
思
ヒ
、
家
主

二
問
フ
。
是

ハ
汝
ガ
子
力
。
駅
子
ガ
日
ク
爾

ナ
リ
。
恩
公
ノ
日
ク
、
是
凡
児

ニ
ア
ラ
ズ
。
我

二
与

ヘ
ハ
日
差
山

二
一
寺
ヲ
建
テ
付
嘱
ス
ベ
シ
ト
。
依
テ
出
家
セ
シ
メ
テ
譲
り
玉
フ

ナ
リ
。
時

二
桓

武
帝
ロ
ヲ
患

玉
ヒ
テ
、
天
下

二
詔

　

シ
テ
有

験
ノ
高
僧
ヲ
召
玉
フ
ニ
、
備
中
ノ
国
司
智
久
法
師
ヲ
奏
ス
。
即
チ

勅

二
随

テ
禁
中

二
参
内

ス
ル
ニ
、
種
々
ノ
奇
瑞
ア
リ
。
上

皇

近
ク
召
シ
玉

ヘ
バ
、
御
眼

即
チ
明

ニ
ナ
リ
ヌ
。
帝
大

二
悦
テ
、

汝

ハ
何
人
ノ
子
ゾ
ト
尋
ネ
玉
フ
。
智
久
備
中
ノ
駅
子
、
駅
護
子
ト

勅

答

ス
。
帝
聞
シ
メ
シ
テ
心
正
直
清
浄
ナ
リ
ト
テ
、
心
浄
大
師

卜
呼
玉
フ
。
後

二
日
差
山

二
於
テ
掩
化
ナ
リ
。
今
ノ
乙
大
師
ノ
廟

是
ナ
リ
。

回
　
そ
の
他
の
報
恩
大
師
開
基
寺

恩
公
曽
テ
備
前

ノ
児
嶋

ノ
藤
戸
、
並

二
喩
伽
山

二
寺

ヲ
建
テ

ヽ

暫
ク
住
シ
、
次

二
大
和
国
高
市
郡

矢
田
郷

二
一
寺
ヲ
営

ン
テ
児

鵬̈
締
陛
け
経
ピ
飾
前
ノ
児
嶋
ヨ
リ
移
り
玉
フ
ガ
故
ナ
リ
。
卿
”
今

ノ
壺
坂
寺
是
ナ
リ
。
此
寺

ハ
一

恩
公

ハ
延
暦

十
四
年
六
月
一

八 ス

日

児
嶋
寺

ニ
テ
遷
化
ナ

回
　
近
世
に
お
け
る
宝
泉
寺
観
音
像
の
流
転

日
差
山
ノ
観
音
ハ
、
清
水
寺
ノ
観
音
卜
同
木
ニ
テ
作
チ
玉
フ
ト
云
。

平Z臨

ミ 局
一
ハ
同
人
ト
モ
イ

ヘ
リ
。

ナ
ル
コ
ト
明

ナ
リ
。
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昔
シ
本
堂
炎
上
ノ
時
モ
、
本
尊

ハ
焼
玉

ハ
ズ
、
南
ノ
山

二
飛
去
リ

孵

羹

鶉

祠

軽

裁

贄

年

二
是
ノ
尊
像

ハ
、
日
差
山
ノ
像
ナ
リ
ト
告
ル
者
ア
リ
テ
、
二
月

十
光
畑
二
昔
ノ
山

二
週
リ
ケ
レ
バ

アヽ
構
納
ヤ ラ鶴
常
ウ沿
疏
公
、
小
ョ

ノ

ナ

リ

。

冒
頭
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
宝
泉
寺
の
開
基
は
、
奈
良
時
代
の

高
僧
と
し
て
知
ら
れ
る
報
恩
大
師
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
右
の
引
用
□

に
よ
れ
ば
、
天
平
勝
宝
元
年

（七
四
九
）、
孝
謙
天
皇
の
勅
命
に
よ

っ

て
報
恩
大
師
は
備
中
の
日
差
山
に

一
字
を
建
立
し
、
そ
の
後
、
駅
子
の

家
で
見
出
し
た
智
久
を
弟
子
と
し
て
寺
を
付
属
し
た
と
い
う
。
こ
の
智

久
法
師
は
桓
武
天
皇
の
眼
病
を
治
癒
し
た
こ
と
か
ら

「
心
浄
大
師
」
と

い
う
大
師
号
を
賜

っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
開
基
の
報
恩
大
師
に
対
し
て

第
二
世
と
い
う
立
場
か
ら

「
乙
大
師
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
現
在
、

日
差
山
の
山
頂
に
は
報
恩
大
師
と
心
浄
大
師
の
碑
が
歴
代
の
住
職
の
墓

石
と
と
も
に
並
ん
で
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
日
差
山
は
、
羽
柴
秀
吉

に
よ
る
備
中
高
松
城
攻
め
の
際
、
毛
利
方
の
小
早
川
隆
景
の
陣
所
と

な

っ
た
こ
と
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
地
で
あ
る
が
、
宝
泉
寺
は
そ
の

時
の
戦
乱
の
影
響
を
蒙
り
、
荒
廃
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、

慶
長
年
間

（
一
五
九
六
～

工
全

五
）
に
は
火
災
に
よ

っ
て
本
堂
が
焼
失

す
る
事
態
が
起
こ
っ
た
。
ま
た
、
日
蓮
宗

へ
の
改
宗
を
迫
ら
れ
た
際
に
、

そ
れ
を
拒
ん
で
宝
泉
寺
の
各
坊
は
そ
れ
ぞ
れ
山
か
ら
降
り
る
こ
と
に

な

っ
た
。
日
差
山
上
に
あ

っ
た
十
二
坊
の
う
ち
、
満
願
坊

（院
）
と
称

し
た
坊
が
現
在
の
宝
泉
寺
の
前
身
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
蓮
体
が
宝
泉
寺
で
日
に
し
た
縁
起
の
内
容
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
残
念
な
こ
と
に
、
宝
泉
寺
に
伝
わ

っ

て
い
た
原
本
は
、
昭
和
二
十
二
年

（
一
九
四
七
）
に
起
こ
っ
た
火
災
に

よ
り
烏
有
に
帰
し
て
し
ま

っ
た
。
そ
こ
で
、
昭
和
三
十
二
年

（
一
九
五

七
）、
当
時
の
住
職
に
よ

っ
て
書
写
さ
れ
た
の
が
、
現
在
宝
泉
寺
で
所

蔵
さ
れ
て
い
る

『
備
中
日
差
山
宝
泉
寺
縁
起
』
で
あ
る
。
こ
の
写
本
の

奥
書
に
は
当
時
の
書
写
事
情
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
昭

和
十
二
年

（
一
九
一一一八
）
に
宝
泉
寺
に
お
い
て
書
写
さ
れ
て
い
た
吉
田

謙
三
氏
蔵
本
を
底
本
と
し
、
友
野
家
所
蔵

「
日
差
山
縁
起
」
の
写
本
を

参
考
に
し
て
、
新
た
に
縁
起
を
作
成
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以

上
の
書
写
過
程
を
図
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

目

目

園

因

□

↓

目

日

囲

日

回

Ш

↓

口

国

園

因

四

（昭
和
２２
年
焼
失
）
　

昭
和
１３
年
５
月
、　
　
　
↓
昭
和
３２
年
書
写

宝
泉
寺
に
お
い
て
書
写
　
　
一（参
照
）

口
閣
剛
園
圃
日
国
囲
Ш
ｕ
胴
□



近
年
の
書
写
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
縁
起
に
よ

っ
て
、
蓮
体
が

『
観
音
冥
応
集
』
を
執
筆
し
た
時
に
ど
の
よ
う
な
も
の
を
参
照
に
し
た

の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

先
に
掲
げ
た

『観
音
冥
応
集
』
巻
四

・
十
八
は
、
宝
泉
寺
所
蔵
の
縁

起
を
典
拠
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
縁
起
を
そ
の
ま
ま
転
用
し
た
わ
け

で
は
な
く
、
文
脈
に
沿
い
つ
つ
も
独
自
に
補

”
狂
郷
分
が
現
授
け
ち
れ

る
。
例
え
ば
、
回
の
冒
頭
部
分
に
お
け
る

「釈

書

ニ
ハ
報
恩
ノ
伝
ア

リ
ト
イ

ヘ
ド
モ
、
生
国
俗
姓
ヲ
記
サ
ズ
」
と
い
う
記
述
は
、
『観
音
冥

応
集
』
が
頻
繁
に
参
考
に
し
た

『
元
亨
釈
書
』
を
も
と
に
蓮
体
が
独
自

に
注
釈
を
施
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

縁
起
と

『
観
音
冥
応
集
』
を
比
較
す
る
と
、
多
少
の
異
同
は
あ
る
も

の
の
、
前
半
の
回
や
回
は
ほ
ぼ
縁
起
に
忠
実
に
引
用
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
後
半
は
、
追
加
あ
る
い
は
省
略
が
多
く
な
る
こ
と
が

看
取
さ
れ
る
。
例
え
ば
回
で
は
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
な
注
釈
的
文
言

が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
「
児
島
寺
」
に
対
し
て

「
即
チ
今
ノ
壺
坂
寺
是

ナ
リ
」
と
す
る
記
述
が
そ
れ
に
あ
た
り
、
さ
ら
に
回
の
冒
頭
と
同
様
に

『
元
亨
釈
書
』
に
基
づ
い
た
注
釈
も
施
さ
れ
て
い
る
。　
一
方
、
回
の
近

世
に
お
い
て
本
尊
が
受
け
た
苦
難
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
縁
起
の
内
容

を
簡
略
化
す
る
形
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。
比
較
の
た
め
、
次
に
縁
起
の

一
部
を
掲
げ
る
。

右
は
、
先
に
掲
げ
た

『
観
音
冥
応
集
』
の
構
成
の
中
で
回
に
当
た
る

部
分
の
典
拠
と
な

っ
た
箇
所
で
あ
る
。
「
聞
書
云
」
と
し
て
始
ま
る
近

世
の
記
録
部
分
は
、
縁
起
原
本
で
は
二
字
下
げ
か

つ
小
字
で
記
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
以
前
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
中
略
し
て
い
る

が
、
省
略
部
分
で
は
、
本
尊
の
観
音
像
が
他
宗
の
者
に
よ
っ
て
河
に
遺

棄
さ
れ
た
り
破
壊
さ
れ
た
り
と
苦
難
の
流
転
を
経
た
こ
と
に
つ
い
て
詳

細
が
語
ら
れ
て
い
る
。　
一
方
、
『
観
音
冥
応
集
』
で
は
、
観
音
を
迫
害

し
た
者
や
観
音
を
救

っ
た
地
元
の
有
志
の
名
前
は
い
ず
れ
も
省
略
さ
れ
、

概
略
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
文
章
に
な

っ
て
い
る
。
縁
起
末
尾
の
点
線
部

分
は

『
観
音
冥
応
集
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
が
、
両
者
を

比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
『
観
音
冥
応
集
』
末
尾
の

「委
細

ハ
旧
記

ニ

ア
リ
」
と
い
う
部
分
は
縁
起
そ
の
も
の
に
あ
り
、
天
「
ハ
要
ヲ
取
テ
記

ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
い
う
部
分
は
蓮
体
自
身
が
追
加
し
た
文
で
あ

っ
た

と
区
別
で
き
る
。

縁
起
が
引
用
す
る

「
聞
書
」
以
下
は
、
延
宝
六
年

（
Ｉ
ハ
七
八
）
に

観
音
が
矢
部
村
の
宝
泉
寺

へ
帰
寺
す
る
ま
で
を
語
り
、
「戸
川
縫
殿
助

御
内
　
施
主
　
市
川
利
右
衛
門
利
吉
」
と
い
う
名
を
記
し
て
い
る
。
こ

の

「戸
川
縫
殿
助
」
と
は
、
備
中
国
庭
瀬
藩
の
第
四
代
藩
主
で
あ
る
戸

川
安
風

（
王
ハ
七

一
～

〓
ハ
七
九
）
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
安
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風
は
父
の
死
去
に
伴
い
、
延
宝
三
年

（
三
ハ
七
五
）
に
家
督
を
継
ぐ
も
、

延
宝
七
年

（
三
ハ
七
九
）
に
わ
ず
か
九
歳
で
亡
く
な

っ
た
。
文
中
に
延

宝
六
年
の
年
次
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
部
分
の
成
立
時
期
は
特
定

で
き
よ
う
。

近
世
の
記
録
部
分
が
縁
起
に
付
加
さ
れ
て
作
ら
れ
た
の
は
、
ま
さ
に

蓮
体
が
生
き
た
時
代
で
あ
り
、
蓮
体
は
そ
の
新
し
い
資
料
を

『観
音
冥

応
集
』
に
取
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。

四
、
縁
起
の
再
生
産

前
節
ま
で
は
蓮
体

『観
音
冥
応
集
』
が
引
用
し
た

「宝
泉
寺
縁
起
」

を
見
て
き
た
が
、
さ
ら
に
遡
源
を
試
み
て
、
『宝
泉
寺
縁
起
』
そ
の
も

の
が
い
か
な
る
典
拠
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
の
か
指
摘
し
た
い
。
こ
こ

で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
報
恩
大
師
開
基
備
前
四
十
八
ヶ
寺
の
本
山
と
し

て
知
ら
れ
る
金
山
寺

（現
在
の
岡
山
県
岡
山
市
）
に
伝
わ
る
縁
起
と
の
影

響
関
係
で
あ
る
。
実
は
、
『
備
前
国
金
山
観
音
縁
起
』
の
前
半
部
分
は
、

『
宝
泉
寺
縁
起
』
の
本
文
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
の
で
あ
る
。

以
下

に

ａ

『宝
泉
寺
縁
起
』
翁
備
中
日
差
山
宝
泉
寺
縁
起
）

と
ｂ

『
金
山
寺
縁
起
』
（
備
前
国
金
山
観
音
寺
縁
起
し

を
並
べ
て
掲
げ
る
。

右
に
掲
げ
た

ａ
・
ｂ
を
比
較
し
て
み
る
と
、
こ
の
縁
起
冒
頭
部
分
で

は
、
両
寺
と
も
、
孝
謙
天
皇
の
御
宇
で
あ
る
天
平
勝
宝
元
年
に
報
恩
大

師
が
勅
命
を
蒙

っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

引
用
の
冒
頭
と
末
尾
に
あ
る
寺
の
名
前
を
除
け
ば
、
両
者
は
ほ
ぼ
同
文

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
本
尊
を
大
師
が
自
ら
作

っ
た
と
す

る
点
は
共
通
し
て
い
る
が
、
観
音
の
種
類
に
つ
い
て
は
、

ａ
は

「
正
観

立
星
、
ｂ
は

「千
手
観
音
」
と
異
な

っ
て
い
る
。
次
に
挙
げ
る
用
例
で

も
、
両
者
の
縁
起
が
ほ
ぼ
同
文
で
、
本
尊
の
み
に
異
同
が
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
先
の
引
用
①
に
お
け
る
両
者
の
決
定
的
な
相
違
は
、

「同
木
異
体
」
（同
じ
木
か
ら
複
数
の
像
が
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
）
を
め
ぐ

る
記
述
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ｂ

『
金
山
寺
縁
起
』
が
清
水
寺
観
音
と

同
木
異
体
で
あ
る
と
す
る
と
こ
ろ
を
、

ａ

『
宝
泉
寺
縁
起
』
は
清
水
寺

観
音
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
金
山
寺
の
観
音
と
も
同
木
異
体
と
す
る
の

で
あ
る
。
こ
の
同
木
異
体
に
関
し
て
は
、
他
に
も
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。

清
水
寺
の
創
建
に
は
、
報
恩
大
師
の
弟
子
で
あ
る
延
鎮
が
関
わ

っ
た

と
さ
れ
る
。
引
用
③
に
お
い
て
も
、
金
山
寺
が
清
水
寺
と
の
関
係
を
主

張
す
る
の
に
加
え
て
、
宝
泉
寺
は
そ
こ
に
金
山
寺
と
の
関
係
を
取
り
込

み
、
三
者
の

「
同
木
異
体
」
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
明

ら
か
に

『宝
泉
寺
縁
起
』
は

『
金
山
寺
縁
起
』
を
参
照
し
て
作
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

『
宝
泉
寺
縁
起
』
が

『金
山
寺
縁
起
』
を
参
照
し
た
と
い
う
こ
と
は
、

す
な
わ
ち

『
金
山
寺
縁
起
』
の
方
が
成
立
が
先
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ
う
に
単
純
に
捉
え
き
れ
な
い
関
係
が
両

者
に
は
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

金
山
寺
の
堂
内
に
は
、
現
在
、
報
恩
大
師
と
心
浄
大
師
の
像
が
安
置

さ
れ
て
い
る
が
、
『金
山
寺
縁
起
』
の
冒
頭
は
、
報
恩
大
師
の
伝
記
を

述
べ
、
日
差
山
上
に

一
寺
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
を
語
り
、
そ
の
寺
が
心

浄
大
師
に
譲
ら
れ
た
と
す
る
。
そ
の
記
述
の
内
容
は
、
『宝
泉
寺
縁
起
』

と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

し
か
し
、
報
恩
大
師
が
寺
を
建
立
し
た
の
は
、
『
金
山
寺
縁
起
』
で

も

「其
後
大
師
登
二
備
中
州
日
差
山
ヽ
建
コ
立

一
寺
ヽ
付
コ
属
弟
子
こ

と

あ
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
備
中
の
日
差
山
で
あ
り
、
金
山
寺
と
の
直

接
的
な
関
係
が
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
点
に
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『宝
泉
寺
縁
起
』
と

一
致
す
る
日
差
山
や
心
浄
大
師
に
つ
い
て
の
記
述

と
、
以
降
の

『
金
山
寺
縁
起
』
独
自
の
記
述
と
は
結
び

つ
い
て
こ
な
い

の
で
あ
る
。
以
上
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
『
金
山
寺
縁
起
』
も
元
来
は
日

差
山
に
伝
わ
る
縁
起
を
取
り
入
れ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
は
、
寺
の
縁
起
が
再
利
用

・

再
生
産
さ
れ
て
い
く
様
相
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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お
わ
り
に

宝
泉
寺
に
は
、
本
尊
ご
開
帳
の
際
に
読
み
上
げ
ら
れ
た
、
天
保
九
年

貧

八
一一天
）
写
の
略
縁
起
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

、

承
応
二
年

（
Ｉ
ハ
五
一こ

の

「当
国
撫
川
戸
川
公
」
は
、
備
中
国
庭

瀬
藩
第
二
代
藩
主
戸
川
正
安

（
〓
ハ
〇
六
～

エ
ハ
六
九
）
に
比
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
注
目
す
べ
き
は
波
線
部
で
、
「感
応
冥
応
集
」
な
る
書
名
が
見

え
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く

『
観
音
冥
応
集
』
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。

『
観
音
冥
応
集
』
巻
四

。
十
八

「備
中
宝
泉
寺
ノ
観
音
ノ
縁
起
、
並

二
報
恩
大
師
ノ
事
」
の
次
に
載
せ
ら
れ
る
、
巻
四

。
十
九

「
友
野
氏
観

音
御
利
生
ノ
事
」
は
、
『宝
泉
寺
縁
起
』
の
後
日
諄
と
も
い
う
べ
き
説

話

で
あ
る
。
備
中
国
都
宇
郡
山
手
村

の
何
某
と
い
う

「士

（サ
７
フ

社
生

が
、
禁
中
の
御
用
の
勤
め
を
済
ま
せ
て
帰
郷
す
る
際
、
「十
二
三

可
ナ
ル
小
僧
」
と
同
道
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
小
僧
が
歩
く
速
さ
は

尋
常
で
は
な
く
、
「
士
」
は
小
僧
の
腰
に
取
り
付
け
た
手
巾
に
取
り
付

か
せ
て
も
ら
う
。
そ
の
速
さ
は
、
辰
の
刻
に
都
を
出
立
し
て
申
の
刻
に

到
着
す
る
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
備
中
の
矢
部
村
に
た
ど
り
着
い
た
小
僧
は
、

「士
」
に
向
か
い
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

こ
の

「
系
図
ノ
巻
物
」
ヨ

巻
ノ
書
」
な
ら
び
に

「小
僧
」
の
正
体

に
つ
い
て
は
、
巻
四

。
十
九
の
末
尾
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
「小
僧
」
は
日
差
山
の
観
音
で
あ
り
、
ヨ

巻
ノ
書
」
は

観
音
の
縁
起
だ

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
宝
泉
寺
観
音
と

「友
」

に
な

っ
た
こ
と
を
姓
の
由
来
と
す
る

「友
野
氏
」
に
つ
い
て
は
、
『
宝

泉
寺
縁
起
』
の
近
世
記
録
部
分
に
、
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
。
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寛
永
十
二
年

（
Ｉ
合
一工〇
、
宝
泉
寺
の
観
音
像
は
川
か
ら
海
に
流
さ

れ
る
と
い
う
災
難
に
遭
う
。
そ
の
時
、
観
音
像
の
帰
還
の
た
め
に
尽
力

し
た
者
の
筆
頭
に

「山
手
村
友
野
某
」
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
現

在
も
友
野
家
は
宝
泉
寺
の
檀
家
と
し
て
そ
の
絆
を
保
た
れ
て
い
る
。

『
観
音
冥
応
集
』
巻
四

・
十
九
末
尾
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
友
野
氏
の

名
は
広
く
知
れ
渡

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
蓮
体
本
人
も
現
地
に
お

い
て
友
野
氏
の
人
々
と
実
際
に
接
す
る
機
会
を
も

っ
た
可
能
性
も
あ
ろ

，ｎノ。蓮
体
は
、
備
中
に
お
け
る
宝
泉
寺
の
縁
起
と
、
そ
の
檀
家
の
友
野
氏

の
縁
起
を

『
観
音
冥
応
集
』
所
収
説
話
の

一
つ
と
し
た
。
や
が
て
時
は

流
れ
、
宝
泉
寺

の
略
縁
起
に
見
え
る
よ
う
に
、
今
度
は

『
観
音
冥
応

集
』
が
縁
起
に
取
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
こ
か

ら
も
、
縁
起
が
相
互
に
影
響
し
合
い
、
ま
た
繰
り
返
し
生
み
出
さ
れ
て

い
く
仕
組
み
が
明
ら
か
に
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

注（１
）
『宝
永
版
本

観
音
冥
応
集

本
文
と
説
話
目
録
』
（神
戸
説
話
研
究
会
編
、

和
泉
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）。

（２
）
注

（１
）
巻
末
の
中
原
香
苗

・
山
崎
淳

「解
説
」
参
照
。

（３
）蓮
体
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
上
田
進
城

「蓮
体
和
尚
」
「
密
宗
学
報
』

一

四
五
、　
一
九
二
五
年
）、
『河
内
長
野
市
史
』
第
二
巻

。
本
文
編

。
近
世

（河

内
長
野
市
史
編
修
委
員
会
、　
一
九
九
八
年
）、
『平
成
１８
年
度
資
料
館
秋
季
特

別
展
　
一九
禄
の
高
僧
　
浄
厳
と
蓮
体
―
河
内
か
ら
江
戸
へ
』
（河
内
長
野
市

郷
土
資
料
館
、
二
〇
〇
六
年
）
等
参
照
。

（４
）大
阪
女
子
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
和
漢
書

［１８４
／
Ｒ
］
に
て
確
認
し
た
。

（５
）
照
遍

「蓮
体
和
尚
行
状
記
」
（上
田
覚
城
編

『
照
遍
和
尚
全
集
』
第
六
輯
、

照
遍
和
尚
全
集
刊
行
会
、　
一
九
三
二
年
）。

（６
）上
田
進
城

「蓮
体
和
尚
」
翁
密
宗
学
報
』

一
四
五
、　
一
九
二
五
年
）。

（７
）
下
出
積
興

「報
恩
大
師
伝
説
考
」
（下
出
積
興
編

『
日
本
史
に
お
け
る
民

衆
と
宗
教
』
山
川
出
版
社
、　
一
九
七
六
年
）、
『平
成
１４
年
度
特
別
展
　
備
前

四
十
八
ケ
寺
―
近
世
備
前
の
霊
場
と
報
恩
大
師
信
仰
―
』
（岡
山
県
立
博
物

館
、
二
〇
〇
三
年
）
等
参
照
。

（８
）
『金
山
観
音
寺
縁
起
』
の
引
用
は
、
藤
井
駿

。
水
野
恭

一
郎
共
編

『岡
山

縣
古
文
書
』
第
二
輯
所
収

「浦
上
則
宗
袖
判
備
前
国
金
山
観
音
寺
縁
起
写
」

［金
山
寺
文
書
］
（思
文
閣
出
版
、　
一
九
五
五
年
）
に
よ
る
。
な
お
、
『金
山

観
音
寺
縁
起
』
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
藤
井
駿

「備
前
国
金
山
寺
文
書

（重
要
文
化
財
）
に
つ
い
て
」
（コ
ロ
備
地
方
史
の
研
究
』
法
蔵
館
、　
一
九
七

一
年
。
初
出
は

『吉
備
の
文
化
財
』
５
号
、　
一
九
七
〇
年
二
月
）
参
照
。

。
こ
の
縁
起
は
そ
の
奥
書
に
治
承
四
年

（
一
一
八
〇
）
と
あ
る
が
、
袖
に
室

町
時
代
の
中
頃
、
備
前
国
の
守
護
代
で
あ
っ
た
村
上
則
宗
の
花
押
が
あ
り
、

室
町
時
代
の
製
作
と
推
定
さ
れ
る
。

。
「備
前
国
四
拾
八
ヶ
寺
領
井
分
国
中
大
社
領
目
録
」
（文
禄
四
年
）
な
ど
を

見
る
と
、
宇
喜
多
時
代
の
金
山
寺
は
、
宇
喜
多
氏
の
分
国
で
あ
る
備
前

・

美
作
お
よ
び
備
中
の
東
部
に
お
け
る
、
寺
社
の
総
管
者
的
地
位
に
立

っ
て
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い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
報
恩
大
師
の
創
立
に
か
か
る
と
伝
え
る
備
前

国
の
四
十
八
か
寺
や
備
前
国
の

一
宮
吉
備
津
宮

。
備
中
国
の

一
宮
吉
備
津

宮
な
ど
の
旧
記
が
金
山
寺
に
現
存
す
る
を
見
れ
ば
、
当
時
こ
の
地
方
の
宗

教
界
に
お
け
る
金
山
寺
の
勢
力
が
察
せ
ら
れ
る
。

【参
考
】
蓮
体
年
譜

（備
中
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
）

寛
文
三
年

延
宝
二
年

元
禄
四
年

元
禄
六
年

元
禄
八
年

元
禄
九
年

元
禄
十
年

元
禄
十
五
年

元
禄
十
六
年

宝
永
三
年

正
徳
元
年

正
徳
五
年

一　エハ
エハ
一二

一
六
七
四

一
六
九

一

一
六
九
二

一
六
九
五

一
六
九
六

一
六
九
七

一
七

一
一

一
七

一
五

44 41 40 333129121

享
保
四
年

享
保
十

一
年

享
保
十
二
年

誕
生
。

出
家
。

地
蔵
寺
を
再
建
し
は
じ
め
る
。

一
月
、
『破
石
集
』
刊
行
。

秋
、
備
前
岡
山
に
赴
く

（続
破
石
集

一
上

本
）。

春
、
住
心
品
疏
を
講
じ
、
結
縁
潅
頂
を
行
ず

（続
蹟
石
集

一
上
本
）。

四
～
七
月
、
備
中
宮
内
普
賢
院
に
安
居
。

十
月
、
教
興
寺
を
付
さ
れ
る
。

十
二
月
、
『浄
厳
大
和
尚
行
状
記
』
撰
述
。

一
月
、
延
命
寺
住
持
と
な
る
。

十

一
月
、

『観
音
冥
応
集
』

刊
行

（刊
記

・

自
序
は
宝
永
元
年
）。

十
月
二
十
七
日
、
宝
泉
寺
住
持
の
宥
泉
に
付

法
。
地
蔵
寺
に
退
隠
。
五
月
二
十
四
日
、
『八
幡

山
蓮
福
寺
縁
起
宍
備
中

・
地
蔵
院
蓮
福
寺
）。

【付
記
】
末
筆
な
が
ら
、
貴
重
な
縁
起
や
聖
教
類
の
閲
覧
と
撮
影
の
ご
許
可
を
い
た

だ
き
、
数
々
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
日
差
山
贅
泉
寺
ご
住
職
藤
井
秀
範
氏
、

地
蔵
院
蓮
福
寺
ご
住
職
西
原
浄
雲
氏
、
ま
た
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
普
賢

院
ご
住
職
真
西
槽
範
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
稿
は
、
平
成
十
八
年
度
仏
教
文
学
会
例
会

（於
大
阪
府
立
大

学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
の
一
部
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
研
究
は
、
財
団
法
人
福
武
学
術
文
化
振
興
財
団
平
成
十
七
年
度

歴
史
学
地
理
学
助
成
に
よ
る
成
果
の

一
部
で
も
あ
る
。

（
な
か
が
わ

。
ま
ゆ
み
　
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

七 七

七 六

後64
三
～
五
月
、
讃
岐

・
備
前

・
備
中
で
布
教
活

動
。
五
月
二
～
六
日
、
備
中

。
宮
内
普
賢
院
で

「地
蔵
本
願
経
」
「神
文
い
ろ
は
略
釈
」

の
講

義
。
八
月
、
蓮
体
没
。

二
月
、
『続
破
石
集
』
刊
行
。
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